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身体診察の小テスト：アンケート 

 

まずは、御自身について振り返りも兼ねて、１－４は開始までに記入してください。 

遅れてこられた方も、開始前の気分で記入してください。 

なお、今後の身体診察の普及のため、本アンケートを集計し適切な場所で発表する可能性があることを御了承下さい。 

 

１、 現在の状況について教えてください。 

① 現在の年次：医師   年目      男・女  

② あなたの診療科（主たるもの１つ） 診療所の方も自分の分野だと思われる科をお願いします 

1 総合内科（総合診療科や家庭医を含む） 2 循環器科  3 消化器科  4 呼吸器科   

5 その他の内科系  6 外科系  7 小児科系  8 その他（      ） 

③ 現在の勤務先：（該当するものに○） 

1 大学病院  2 大病院（大学病院除く 500床以上）  3 中病院（100～499床）  

4 小病院（99床未満）  5 診療所 

 

２、 これまでの研修や学習について教えてください。 

① 1年以上所属したことのある診療形態（該当するもの全てに○） 

1 大学病院  2 大病院（大学病院除く 500床以上）  3 中病院（100～499床）  

4 小病院（99床未満）  5 診療所 

② これまで身体診察法を何で（どこで）勉強しましたか（主たるものに○ 複数選択可） 

1 学部教育  2 初期研修  3 後期研修  4 それ以降の実地臨床  5 日々のカンファレンス 

6 DVD等の画像  7 教科書  8 講演会  9 その他（            ） 

③ ②で初期研修または後期研修と書かれた方：差支えなければ病院名を教えてください 

（                      ） 

 

３、 普段の身体診察について教えてください   

① あたなは身体所見をとることについて、自信を持って出来ますか（該当箇所に○） 

1 とても出来る   2 出来る   3 やや出来る   4 あまり出来ない   5 出来ない   6 全く出来ない 

② あなたは身体所見を臨床でどの程度まで重要視していますか 

1 極めて重要   2 重要   3 やや重要  4 あまり重要でない  5 重要でない  6 全く重要でない 

③ あなたがいる臨床現場では、どの程度の医師が身体診察を重要視していますか 

1 特定の医師のみ  2 特定の科のみ  3 内科全般の医師  4 病院の多くの科の医師 

④ あなたは、心臓のⅣ音について自信を持って聴取出来ますか（該当箇所に○） 

1 とても出来る   2 出来る   3 やや出来る   4 あまり出来ない   5 出来ない   6 全く出来ない 
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⑤ あなたは、異常な呼吸音（非連続性の複雑音）を何と表現しますか（使用している表現を全て） 

1 Crackle  2 ラ音（rale）  3その他（                    ） 

⑥ 呼吸音に（lateや earlyなどの）phaseを意識していますか： はい  いいえ 

 

⑦ 下腿浮腫の患者さんを見たときに意識している診察する場所を教えてください。 

 

 

 

⑧ あなたは、初期研修医に自信をもって身体診察を教えることができますか 

1 とても出来る   2 出来る   3 やや出来る   4 あまり出来ない   5 出来ない   6 全く出来ない 

 

４、 普段の診療で身体診察に対して問題と感じていることを教えてください。 

1 教える人がいない   2 身体診察よりも検査を優先してしまう 

3 身体診察によって臨床判断が変わることがない   4 身体所見を議論する機会がない 

5 その他： 

 

 

==========以上までをワークショップ開始前にお願いします=============== 

 

５、 今回の講演会を聞いて、御自身の診療はどの程度、変わりそうですか 

とても変わるを 10、全く変わらないを１として 10段階で：     

 

 

６、 今回のワークショップに関して、良かった点、改善すべき点など、なんでも自由に記載し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御協力ありがとうございました 


